
日 盲 連 発 第 １ ５ ５ 号  

平 成 ２ ９ 年 ３ 月 １ ６ 日 

 

厚 生 労 働 省  

視 覚 障 害 の 認 定 基 準 に 関 す る 検 討 会  

座 長  中 村  耕 三  殿  

 

社 会 福 祉 法 人 日 本 盲 人 会 連 合   

会 長  竹 下  義 樹  

（ 公 印 省 略 ）    

 

 

視 覚 障 害 の 認 定 基 準 に 関 す る 検 討 会 に 係 る 意 見 書  

 

 

 平 素 は 視 覚 障 害 者 の 福 祉 の 増 進 に 対 し 、 弛 ま ざ る ご 努 力 を

頂 き 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。  

 こ の 度 、 厚 生 労 働 省 に 「 視 覚 障 害 の 認 定 基 準 に 関 す る 検 討

会 」 が 設 置 さ れ 、 平 成 ２ ９ 年 １ 月 ２ ３ 日 に 第 １ 回 検 討 会 を 開

催 し 、「 視 覚 障 害 認 定 基 準 の 改 定 に 関 す る 取 り ま と め 報 告 書 」

（ 平 成 ２ ８ 年 ８ 月 ２ ６ 日 、公 益 財 団 法 人 日 本 眼 科 学 会  視 覚 障

害 者 と の 共 生 委 員 会 、公 益 社 団 法 人 日 本 眼 科 医 会  身 体 障 害 認

定 基 準 に 関 す る 委 員 会 と の 合 同 委 員 会（ 以 下 、「 合 同 委 員 会 」

と い う ） ） の 報 告 と と も に 、 そ れ に 基 づ き 、 厚 生 労 働 省 か ら

の 視 覚 障 害 の 認 定 基 準 の 改 定 案 が 提 示 さ れ 、 議 論 が 行 わ れ ま

し た 。  

 身 体 障 害 者 手 帳 （ 以 下 、「 手 帳 」 と い う ） は 、 障 害 者 が 「 社

会 参 加 」 を す る た め に 欠 か せ な い も の で あ り 、 障 害 の 等 級 に

よ っ て 享 受 で き る 内 容 に は 差 が あ り 、 そ の 認 定 基 準 は 合 理 的

な も の で な け れ ば な り ま せ ん 。 現 行 の 認 定 基 準 で は 、 日 常 生

活 に 相 当 の 制 限 を 受 け る に も か か わ ら ず 、 制 度 の 狭 間 に 苦 し

み 、 枠 外 に 置 か れ た 者 が 多 数 存 在 し ま す 。  

 本 連 合 に お い て は 、 現 行 の 認 定 基 準 が 「 両 眼 の 視 力 の 和 」

と な っ て い る こ と に 合 理 的 理 由 が な い こ と を 指 摘 し 、 「 良 い

方 の 眼 の 視 力 」 と す る と と も に 、 こ れ ま で の 認 定 基 準 の 矛 盾

を 是 正 解 決 す べ き 旨 を 要 望 し て き ま し た 。  

 先 般 の 第 １ 回 の 検 討 会 に お け る 事 務 局 説 明 に よ る と 、 法 改

正 は 行 わ ず に 、 現 行 の 視 覚 障 害 の 認 定 基 準 の 基 本 で あ る 身 体
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障 害 者 福 祉 法 別 表（ 以 下 、別 表 」と い う ）は そ の ま ま に し て 、

「 視 覚 障 害 の 障 害 程 度 等 級 表（ 身 体 障 害 者 福 祉 法 施 行 規 則 ）」

（ 以 下 、 「 等 級 表 」 と い う ） を 改 定 す べ く 、 省 令 の 改 正 で 見

直 し を 図 る も の と な っ て い ま す 。  

 そ し て 、 事 務 局 か ら 示 さ れ た 視 力 に 関 す る 改 定 案 で は 「 視

力 の 和 か ら 良 い 方 の 眼 の 視 力 へ の 変 更 」 と さ れ て い ま す が 、

「 別 表 」 が 改 正 さ れ な い 限 り 、 「 両 眼 の 視 力 の 和 」 の 問 題 は

残 し た ま ま と な り ま す 。  

 以 上 の こ と を 踏 ま え 、 下 記 に つ い て 要 望 し ま す 。  

 

記  

 

１ ． 視 力 に 関 す る 意 見 と 要 望  

（ １ ） 等 級 が 下 が る こ と に つ い て  

 合 同 委 員 会 で は 、 ２ 級 を 「 良 い 方 の 視 力 が 0 . 0 2 以 上 0 . 0 3

以 下 の も の 」 と し 、 ３ 級 を 「 良 い 方 の 視 力 が 0 . 0 4 以 上 0 . 0 7

以 下 の も の 」 と し ま し た が 、 こ の 等 級 に 違 い を 持 た せ る 医 学

的 根 拠 が あ る の か が 疑 問 で す 。  

 １ ～ ２ 級 が 重 度 障 害 者 と し て 社 会 的 な 配 慮 が な さ れ て い る

現 状 を 鑑 み れ ば 、 本 案 に よ っ て 現 行 ２ 級 の 障 害 者 が ３ 級 に な

っ て し ま う こ と に 問 題 が あ り ま す 。  

 同 様 に 、４ 級 を「 良 い 方 の 視 力 が 0 . 0 8 以 上 0 . 1 以 下 の も の 」

と し て い る 点 に つ い て も ３ 級 と の 差 異 は な い こ と に な り ま す 。 

 こ れ は い ず れ も 現 行 の 認 定 基 準 か ら 視 力 0 . 0 1 の 引 き 算 を 実

施 し た に 過 ぎ ま せ ん 。  

 

（ ２ ） 重 度 障 害 者 か ら 外 れ る こ と の 不 利 益  

 等 級 表 の 改 定 案 は 、 現 行 で は 視 覚 障 害 ２ 級 に 該 当 す る 人 が 、

視 覚 障 害 ３ 級 に な る ケ ー ス も あ る な ど 、 視 覚 障 害 者 に 不 利 益

に な る 内 容 が 盛 り 込 ま れ て い ま す 。 例 え ば 、 身 体 障 害 の 障 害

等 級 ２ 級 以 上 は 、 （ １ ） で 述 べ た よ う に 重 度 障 害 者 の 枠 で あ

り 、 障 害 者 雇 用 促 進 法 上 の 雇 用 率 が ダ ブ ル カ ウ ン ト さ れ る こ

と か ら 、 雇 用 に も 極 め て 大 き な 影 響 を 及 ぼ し ま す 。 さ ら に 、

各 種 福 祉 サ ー ビ ス を 受 け る に 当 た っ て も 、 重 度 障 害 者 と い う

枠 に 入 る か 否 か で は 、 受 け ら れ る サ ー ビ ス の 内 容 に お い て 大

き な 差 が 生 じ ま す 。 視 覚 障 害 者 に 不 利 益 と な ら な い こ と を 強

く 要 望 す る も の で す 。  
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（ ３ ） 「 良 い 方 の 視 力 が 0 . 2」 に つ い て  

 今 回 の 改 正 で 、「 良 い 方 の 視 力 0 . 2」 の 人 が 救 済 さ れ 、 手 帳

の 恩 恵 が 受 け ら れ る こ と に 強 い 期 待 を 抱 き ま し た 。 し か し 、

改 定 案 で は そ う な っ て お ら ず 、 置 き 去 り に さ れ た 感 が 否 め ま

せ ん 。  

 「 良 い 方 の 視 力 0 . 2」の 人 た ち こ そ 手 帳 を 有 し て 、適 切 な 視

覚 補 助 具 （ 補 装 具 、 日 常 生 活 用 具 等 ） を 得 る こ と に よ っ て 、

就 労 に 就 き あ る い は 就 労 を 継 続 で き 、 ひ い て は 納 税 者 と な り

得 る 人 た ち で す 。そ の こ と を 考 え る と 、こ れ ら の 人 た ち こ そ 、

本 来 恩 恵 を 受 け ら れ る よ う に す べ き で す 。  

 

２ ． 視 野 に 関 す る 意 見 と 要 望  

 視 野 に 関 す る 等 級 表 で は 、 視 野 障 害 は 「 両 眼 の 視 野 が そ れ

ぞ れ １ ０ 度 以 内 の も の 」 「 両 眼 に よ る 視 野 の ２ 分 の １ 以 上 が

欠 け て い る も の 」 と し て 表 さ れ て い ま す 。 合 同 委 員 会 報 告 に

よ る フ ロ ー チ ャ ー ト に は 、 視 野 検 査 で は 「 中 心 １ ０ 度 以 内 に

視 野 の な い 場 合 を 含 む 」 と あ り ま す が 、 こ れ は 中 心 暗 点 等 と

理 解 し て よ い の か が は っ き り し ま せ ん 。 つ ま り 、 同 報 告 書 ２

１ 頁 の 「 （ ４ ） 中 心 視 野 の 消 失 」 は 、 １ ０ 度 以 内 の 求 心 性 視

野 狭 窄 の 消 失 の 意 味 で あ っ て 、 中 心 暗 点 が こ れ に 該 当 す る か

に つ い て 正 確 に は 読 み 取 れ な い 記 述 と な っ て い ま す 。 こ の 点

に つ い て 明 ら か に す る 必 要 が あ り 、 中 心 暗 点 と い う 用 語 を 用

い 、 何 を も っ て 中 心 暗 点 と す る か を 明 示 し た 記 載 が さ れ る こ

と が 必 要 で す 。  

 中 心 暗 点 に つ い て は 、 法 改 正 が な い な ら ば 、 な お さ ら 別 表

に 定 め る 「 両 眼 の 視 野 が そ れ ぞ れ １ ０ 度 以 内 の も の （ 視 野 障

害 ） 」 に 該 当 す る も の と し て く だ さ い 。 な ぜ な ら 、 本 来 、 今

回 の 改 定 に お い て 、 一 番 救 い の 手 を 差 し 伸 べ な く て は な ら な

い 人 達 が こ こ に 存 在 す る か ら で す 。  

 

３ ． 国 際 基 準 に 準 拠 し た も の に  

 障 害 者 基 本 法 の 改 正 や 障 害 者 差 別 解 消 法 を 受 け て 障 害 者 権

利 条 約 を 批 准 し た 我 が 国 と し て は 、 今 こ そ 国 際 的 に も 通 用 す

る 認 定 基 準 を 確 立 す べ き と 考 え ま す 。  

 特 に 視 力 の 認 定 基 準 に 関 し て は「 盲 、極 度 の ロ ー ビ ジ ョ ン 、

重 度 の ロ ー ビ ジ ョ ン 、 中 等 度 の ロ ー ビ ジ ョ ン 」 と い う 国 際 的

に も 通 用 す る 国 際 障 害 分 類 と そ の 基 準 に 準 拠 す る こ と を 要 望

し ま す 。 そ の こ と に よ り 、 等 級 表 の 視 力 に 関 し て は 、 現 行 基
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準 が 維 持 さ れ 、 国 際 基 準 に も 合 致 し 、 前 述 の よ う な 不 利 益 の

問 題 も 生 じ ま せ ん 。  

 ち な み に 、 「 良 い 方 の 視 力 0 . 2」 は 国 際 基 準 の 概 念 で あ り 、

戦 前 に は 0 . 3 未 満 と い う 基 準 が 我 が 国 で 採 用 し て い た 基 準 で

も あ り ま す （ 別 紙 参 照 ） 。 あ る 意 味 で 、 明 治 時 代 の 先 人 た ち

の 国 際 感 覚 が 見 て 取 れ ま す 。  

 

４ ． 現 行 制 度 の 狭 間 に あ る 視 覚 障 害 者 の 救 済  

 今 回 の 検 討 会 に お い て 、 現 行 制 度 の 狭 間 に あ る 視 覚 障 害 者

の 救 済 に つ い て 積 極 的 に 検 討 す る よ う 求 め ま す 。 代 表 的 な も

の と し て は 「 ２ ． 視 野 に 関 す る 意 見 と 要 望 」 で 記 載 し た 中 心

暗 点 を も つ 視 覚 障 害 者 で す 。 こ れ が 手 帳 に 認 定 さ れ る こ と に

よ り 、職 業 訓 練 を 受 け る こ と が で き 、そ の 結 果 雇 用 に 繋 が り 、

そ の 社 会 的 ・ 経 済 的 効 果 は 極 め て 大 き い も の が あ り ま す 。  

 さ ら に 、 片 眼 の 失 明 し た 者 を は じ め 、 眩 し さ 、 眼 瞼 下 垂 、

眼 瞼 痙 攣 な ど の 手 帳 に は 該 当 し な い 者 に つ い て は 、 今 回 の 検

討 の 対 象 外 と さ れ て お り ま す 。 こ れ ら の 障 害 等 を 有 す る 者 に

対 し て も 、 可 及 的 速 や か に 何 ら か の 救 済 策 を 講 じ る 必 要 が あ

る と 考 え ま す 。  
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【 別 紙 ： 参 考 資 料 】  戦 前 の 視 力 に 関 す る 文 献  

 

１ ． 「 学 校 検 眼 要 領 」  

荘 司 秋 次 郎 著  克 誠 堂 書 店  大 正 １ ２ 年 ５ 月 ２ ５ 日 発 行  

 

序 文 ： 小 川 剣 三 郎 先 生  

 こ の 本 の 付 録 ４ に 徴 兵 と 視 力 が あ り 、 陸 軍 士 官 候 補 生 諸 生

徒 其 の 他 陸 軍 志 願 者 身 体 検 査 規 則 が １ ２ ５ ～ １ ２ ７ ペ ー ジ に

記 載 さ れ て い ま す 。  

 

 視 力 で 甲 種 、 第 １ 乙 種 、 第 ２ 乙 種 、 丙 種 が あ り ま す が 、 注

目 し た い の は 、 丁 種 の 箇 所 で す 。  

 ご 存 知 の よ う に 丁 種 は 戦 前 で は 廃 人 同 様 に 見 ら れ て し ま っ

た 方 々 で す 。  

 丁 種 の 欄 に は 、 以 下 の よ う に あ り ま す 。  

   ① 両 眼 の 用 を 妨 ぐ る 不 治 の 眼 筋 麻 痺  

   ② 「 ト ラ ホ ー ム 」 の 発 症 の 為 視 力 障 害 を 貽 し 良 き 方 の

視 力 0 . 3 に 満 た ざ る 者  

   ③ 角 膜 翳 に て 両 眼 視 力 減 じ 良 き 方 の 視 力 0 . 3 に 満 た ざ

る 者  

   ④ 両 眼 近 視 に し て 矯 正 視 力 は 良 き 方 の 視 力 0 . 3 に 満 た

ざ る 者  

   ⑤ 両 眼 乱 視 又 は 遠 視 に し て 良 き 方 の 視 力 0 . 3 に 満 た ざ

る 者  

   ⑥ そ の 他 の 眼 病 に し て 両 眼 の 視 力 障 害 あ る も 良 き 方 の

視 力 0 . 3 に 満 た ざ る 者 及 び 不 治 の 夜 盲  

   ⑦ 一 眼 盲 ・ 両 眼 盲  

 と な っ て い ま す 。  

 

２ ． 「 陸 軍 身 体 検 査 規 則 」  

 こ れ は 、 軍 医 総 監 で も あ っ た 森 林 太 郎 や 眼 科 で は 軍 医 石 原

忍 先 生 が ド イ ツ の 身 体 検 査 要 領 を 参 考 に さ れ た の で は な い か

と 考 え ら れ ま す 。 そ の 当 時 の 国 際 的 な 視 力 の 基 準 ・ 考 え 方 が

根 底 に あ る と 思 わ れ ま す 。  

 

(コ メ ン ト )  「 学 校 検 眼 要 領 」 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で 検 索 す

る と 、「 国 立 国 会 図 書 館 デ ジ タ ル コ レ ク シ ョ ン 学 校 検 眼 要 領 」

に て 全 ペ ー ジ 見 る こ と が 可 能 で す 。 視 力 障 害 の 丁 種 に 「 良 き
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方 の 視 力 0 . 3 に 満 た ざ る 者 」 の 文 言 が あ る こ と は 注 目 に 値 し

ま す 。良 い ほ う の 眼 の 視 力 基 準 で 0 . 3 に 満 た ざ る 、つ ま り 0 . 2

の 視 力 は 、 戦 前 で も 日 常 生 活 で か な り 不 自 由 で あ る と 認 め て

い た こ と に な り ま す 。  
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